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●
ま
ず
は
お
疲
れ
様
で
し
た
。
４
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
で
何

か
苦
労
は
あ
り
ま
し
た
か
？

―
こ
の
４
年
で
団
員
が
入
れ
替
わ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
団
員
が

初
め
て
の
祭
り
。
寄
付
回
り
や
出
演
者
オ
フ
ァ
ー
、
舟
こ
ぎ

の
準
備
な
ど
全
て
連
青
で
す
る
た
め
、
準
備
が
大
変
で
し
た
。

●
祭
り
の
当
日
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
が
、
な
に
か
問

題
は
あ
り
ま
し
た
か
？

―
コ
ロ
ナ
前
は
、
舟
こ
ぎ
競
争
に
70
チ
ー
ム
ほ
ど
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
49
チ
ー
ム
に
減
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
集
落
の
方
々
が
応
援
に
来
て
、
楽
し
ん
で
く
れ
る
姿
は

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
来
場
者
が
想
定
よ
り
多
く
、
駐

車
場
や
ト
イ
レ
、
バ
ス
の
不
足
に
よ
る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
来
年
は
人
や
車
の
流
れ
の
対
策
が
必
要
で
す
。

●
花
火
は
歓
声
が
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。
島
内
で
一
番
と
い

う
声
も
多
か
っ
た
で
す
が
。

―
限
ら
れ
た
予
算
で
花
火
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
中

で
、
ど
の
形
が
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
貰
え
る
か
検
討
し
た

結
果
、
島
内
で
一
番
と
言
わ
れ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

来
年
は
さ
ら
に
寄
付
集
め
に
注
力
し
て
、
良
い
花
火
を
上
げ

た
い
で
す
。

●
最
後
に
、
連
青
の
メ
ン
バ
ー
に
一
言
。

ー
ひ
ら
と
み
祭
り
は
、
行
政
で
は
な
く
連
青
が
主
催
だ
か
ら

こ
そ
柔
軟
に
変
え
て
い
け
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
先
輩
の
よ
い

所
は
引
き
継
ぎ
、
そ
の
年
の
団
長
の
色
を
出
し
な
が
ら
改
善

し
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
ひ
ら
と
み
祭
り
。

来
場
者
は
七
千
人
を
超
え
て
い
た
と
い
う
話
も

あ
る
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。
祭
り
を
終
え
て
の

感
想
を
、主
催
し
た
大
和
村
連
合
青
年
団（
以
下
、

連
青
）の
団
長
・
村
田
丈
尚
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

８月27 日　夏の最後を彩る一大イベント

第 32 回ひらとみ祭り 開催 !

大和村観光大使　奄美島唄 Duo すもも大和村観光大使　城　南海さん

保育所生の子ども神輿

FOXY CANDY

メラべの部優勝　＃清水集落開饒神社での豊作祈願

舞踊

きずき 　  みなみ

丸
潮
漕
友
会　

エ
ン
ガ
の
部

優
勝

　

名
音
港
で
練
習
を
重
ね
、
奄
美
ま
つ
り
、

郡
体
の
カ
ヌ
ー
競
技
、
そ
し
て
ひ
ら
と
み
祭

り
と
３
冠
を
飾
っ
た
丸
潮
漕
友
会
。
代
表
の

上
村
太
一
さ
ん
に
、
そ
の
強
さ
の
秘
訣
を
伺

い
ま
し
た
。

●
舟
こ
ぎ
競
争
、
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
　
メ
ン

バ
ー
の
息
が
そ
ろ
っ
た
素
晴
ら
し
い
舟
こ
ぎ
で
し
た
。
ど
の

く
ら
い
練
習
し
て
き
た
の
で
す
か
？

―
今
年
の
１
月
31
日
に
練
習
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
２
月
は
月

水
金
の
週
３
回
の
練
習
。
３
月
か
ら
は
天
候
不
良
の
日
以
外

は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
週
６
回
の
練
習
を
し
て
き
ま

し
た
。

●
す
ご
い
練
習
量
で
す
ね
！
　
ひ
ら
と
み
祭
り
は
優
勝
し
ま

し
た
が
、
感
触
は
い
か
が
で
し
た
か
？

―
ひ
ら
と
み
祭
り
が
今
年
最
後
の
舟
こ
ぎ
競
争
で
し
た
。　

力
を
出
し
切
れ
た
と
思
い
ま
す
。

●
そ
こ
ま
で
舟
こ
ぎ
に
本
気
に
な
れ
る
魅
力
っ
て
何
で
し
ょ

う
か
？
　
つ
ら
い
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

―
考
え
て
頑
張
る
分
、
し
っ
か
り
実
力
が
伸
び
る
と
こ
ろ
で

す
。
つ
ら
い
こ
と
は
な
い
で
す
！

●
ず
ば
り
、
来
年
の
目
標
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

―
今
年
を
越
す
こ
と
で
す
。

●
最
後
に
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
に
一
言
。

ー
今
年
は
優
勝
す
る
こ
と
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
来
年
は
連
覇
す

る
こ
と
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
！　

結
局
、
今
年
を
越
す
こ
と
が
毎

年
の
目
標
で
す
。

　

丸
潮
漕
友
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
11
月
５
日
に
瀬
戸
内
町
手

安
で
開
催
さ
れ
る
板
付
け
舟
一
人
漕
ぎ
決
定
戦
に
も
参
加
予

定
だ
そ
う
で
す
。皆
さ
ん
、応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

舟
こ
ぎ
競
争
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ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
は
原
始
的
な

形
態
を
残
し
て
い
る
と
い
う
の
は
有
名

な
話
で
す
が
、
な
ん
と
南
西
諸
島
が
形

成
さ
れ
た
1
8
0
万
年
前
に
は
す
で
に

島
に
生
息
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
大
陸

で
は
天
敵
や
競
合
相
手
が
多
く
絶
滅
し

ま
し
た
が
、
奄
美
大
島
と
徳
之
島
で
は

生
き
残
り
、
今
や
世
界
中
で
も
奄
美
に

し
か
い
な
い
貴
重
な
動
物
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

は
森
林
が
回
復
し
マ
ン
グ
ー
ス
の
脅
威

が
減
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
年

個
体
数
を
回
復
さ
せ
て
い
ま
す
。
個
体

の
増
加
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、
同
時

に
ロ
ー
ド
キ
ル
（
交
通
事
故
）
が
増
え

て
い
る
と
い
う
残
念
な
報
告
も
。
特
に

大
和
村
で
急
増
中
！　

な
ぜ
大
和
村
で

こ
ん
な
に
事
故
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
は

な
ん
で
交
通
事
故
に
あ
う
の
か
？

①
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
は
川
岸
な
ど
の
開
け
た
場
所
で
フ
ン
を
す
る
習
性
が

　

あ
る
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
場
所
は
草
が
多
く
餌
場
で
も
あ
る
。

②
道
路
は
ま
さ
に
開
け
た
場
所
！  

村
道
だ
け
で
な
く
、
県
道
に
も
出
て
く
る
。

③
島
全
体
で
ク
ロ
ウ
サ
ギ
が
増
え
て
い
る
が
、
大
和
村
で
は
特
に
西
部
地
区
に

　

増
え
て
い
て
、
今
ま
で
事
故
が
な
か
っ
た
場
所
で
も
急
増
し
て
い
る
。

④
大
和
村
で
は
事
故
多
発
地
点
に
網
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
を
設
置
し
て
ウ
サ

　

ギ
の
飛
び
出
し
を
防
い
で
い
る
が
、
そ
の
前
後
に
出
て
き
て
し
ま
う
こ
と
も
。

　

ケ
ガ
を
し
て
救
護
し
た
個
体
も
、
交
通
事
故
の
衝
撃
が
大
き
く
そ
の
ま
ま
死

ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
授
乳
中
の
母
親
が
死
ぬ
と
、
巣

穴
の
中
で
待
っ
て
い
る
子
ウ
サ
ギ
も
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

環
境
省
奄
美
野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
の　

鈴
木
さ
ん
に
聞
い
て
み
た

奄美群島国立公園管理事務所
鈴木真理子さん

大和村でアマミノクロウサギの ロードキル急増中！

写真：環境省奄美野生生物保護センター

ウサギの他に、

ケナガネズミ、

アマミヤマシギ、

リュウキュウコノハズクも

よく車に轢かれています。

嶺山公園～戸円の坂道

ヒエン浜～徳浜の断崖

奄美フォレストポリス
周辺のマテリヤ線

志戸勘の県道沿い

今里の県道沿い

名音～志戸勘の旧道

　

奄
美
大
島
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
る
際
、
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
か
ら
指
摘
さ
れ

た
４
つ
の
項
目
の
一
つ
が
「
希
少
種
の

交
通
事
故
死
を
減
少
さ
せ
る
た
め
の
交

通
管
理
の
取
組
の
効
果
を
検
証
し
、
必

要
な
場
合
に
は
強
化
す
る
こ
と
」
で
す
。

例
え
ば
、
同
じ
く
世
界
遺
自
然
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
沖
縄
県
の
西
表
島
で
は
、

イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
の
ロ
ー
ド
キ
ル

を
防
ぐ
た
め
に
、
島
内
の
制
限
速
度
を

40
㎞
、集
落
内
を
30
㎞ 

に
定
め
て
お
り
、

マ
ナ
ー
ブ
ッ
ク
を
来
島
者
全
員
に
配
付

し
て
い
ま
す
。
遺
産
登
録
後
も
ク
ロ
ウ

サ
ギ
な
ど
の
ロ
ー
ド
キ
ル
が
増
加
し
て

い
る
現
在
、
私
た
ち
も
速
度
制
限
や
交

通
事
故
対
策
を
強
化
す
る
な
ど
、
交
通

管
理
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
時
期
に
き

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
世
界
自
然
遺
産
の
島
に

住
む
者
と
し
て
、
希
少
種
を
は
じ
め
あ

ら
ゆ
る
生
き
物
へ
の
意
識
を
そ
ろ
そ
ろ

考
え
直
す
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
み

な
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
は
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
活
発
に
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ロ
ー
ド
キ
ル
を
さ
け
る
た
め
に
は
、

①
飛
び
出
し
て
き
た
動
物
に
対
し
て
す
ぐ
に
停
ま
れ
る
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
す
る

　
（
た
と
え
ば
県
道
は
時
速
30
～
40
㎞
以
下
、
村
道
は
時
速
20
㎞
以
下
で
）

②
暗
い
夜
道
は
ハ
イ
ビ
ー
ム
に
し
て
路
肩
も
注
意

③
カ
ー
ブ
で
轢
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
！  

カ
ー
ブ
手
前
は
減
速
を

④
奄
美
の
動
物
は
多
く
が
夜
行
性
。
夜
間
は
ど
こ
に
で
も
い
る
と
思
っ
て
注
意
す
る

　

野
生
動
物
は
、
た
と
え
今
個
体
数
が
多
く
て
も
気
候
変
動
や
伝
染
病
で
大
量

に
死
ん
で
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
ロ
ー
ド
キ
ル
な
ど
の
人
間
が

与
え
る
脅
威
は
、
で
き
る
だ
け
減
ら
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

も
し
轢
い
て
し
ま
っ
て
も
、
罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

保
護
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
０
９
９
７
‐
５
５
‐
８
６
２
０

事故
多発

事故
多発

今年
事故
多発

今年
事故
多発

今年
事故
増加

事故
多発

国直～根瀬部の旧道
今年
事故
増加

大和村アマミノクロウサギ交通事故地点
2022 年の事故地点 2023 年の 1~8 月までの事故地点
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シマ

半世紀ぶりの炬火リレー
　10 月７日に開会する「燃ゆる感動 かごし
ま国体」に先駆けて、県下で炬火リレーが行
われましたが、奄美地方は台風に見舞われ残
念ながら中止となりました。しかし大和村で
は、代替イベントとして８月 13 日に大和小
学校周辺のみにルートを縮小して炬火リレー
を行いました。
　参加者は小中学生と各集落の代表者の 50
名。第一走者の川下粋さん（大和中２年）は、
県庁で太陽光から採火された火のついたトー
チを伊集院村長から受け取り、旗持ちの子ど
も達と元気よく駆け出しました。
　参加者のなかには前回鹿児島で開催された

「太陽国体」（昭和 47 年）の炬火リレーに参
加したという方もいました。今回のイベント
も子ども達にとって末永く思い出に残るもの
であったらと願います。

幼児スポーツ体験
　８月 13 日、奄美フォレストポリスでかご
しま国体のデモンストレーションスポーツと
して「ランニングバイク」競技が開催されま
した。ランニングバイクは幼児向けスポーツ
で、足で地面を蹴って進む二輪車遊具。レー
スには、２歳から６歳まで 38 名が参加しま
した。すでに慣れ親しんでいる子もいれば、
恐る恐る地面を蹴る子も。それぞれ保護者の
声援にこたえ懸命に走りました。
　年中の部で優勝したのは、この大会のため
に鹿児島市から来島した古垣陽さん（４歳）。
ランニングバイク歴は２年で、待望の１番に
なり「うれしい！」と笑顔を見せていました。
　バランス感覚が鍛えられると人気のランニ
ングバイクを始めてみませんか。子どもが使
用する場合は、ヘルメットを着用させ保護者
は目を離さないようにしましょう。

郡体 好成績収める
　７月８日～ 23 日までの期間、奄美群島各
地で奄美群島日本復帰 70 周年記念・第 64 回
大島地区大会が開催されました。大和村から
も 13 種の競技に多くの村民が参加しました。
　優勝したラグビーフットボール競技とカ
ヌー競技はどちらも２連覇を飾りました。
　また、バドミントン競技（男子）で２位、
水泳、ソフトボール、陸上の競技では３位と
素晴らしい成績を収めました。日頃の練習の
賜物ですね。おめでとうございます！

唄や踊りで皆を元気に
　７月 16 日（日）、今里小学校体育館で「や
まと・せとうちふるさと唄祭り」が開催され
ました。これは、今里を中心とした実行委員
会主催で、瀬戸内ケーブルテレビが協賛。村
内外から唄自慢が集まり、歌謡曲などを熱唱
しました。司会の永田仲麿さんは「コロナ禍
でさみしい思いをしていた年配の方々も多
い。今日は瀬戸内町や宇検村からも参加者が
いる。みんながおしゃれして集い、日頃の練
習を発表する場や新しい友達ができる場所に
なったらいい。」と語りました。

おしゃれで国際協力を
　７月 30 日（日）、大和村防災センターで、
大和村国際理解講座「おしゃれでつなぐ　ル
ワンダと日本ではんぶんこ」が開催されまし
た。世界の多様性を感じ多文化共生の心を育
成する目的で村が主催し、約 60 名が参加。講
師は奄美市出身の岡本 望さんでした。
　岡本さんは、Dress for Two という団体を主
催し、「おしゃれをする喜びは世界共通」との
理念でルワンダ共和国の貧困女性が縫製技術
を学ぶ機会を創出する活動等を行っています。
講演では、ルワンダの現状や、ファストファ
ッションの弊害、平等と公平の違いなどにつ
いて語られました。
　講演の他、大胆な絵柄が特徴のアフリカ伝
統布キテンゲの展示や、キテンゲの端切れを
使ったヘアゴム作り体験もあり、参加者は鮮
やかな色彩に目を輝かせていました。おしゃ
れを通して世界が身近に感じられたのではな
いでしょうか。
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シマ

平和願い追悼式
　８月 15 日、大和村防災センターで大和村
戦没者追悼式が執り行われました。日清戦争
から第２次世界大戦までの間に戦争で亡くな
った大和村出身者を追悼する目的で毎年開催
されています。各集落の遺族や、各種団体長、
児童生徒の代表者らが参列し、平和を祈念し
ました。
　大和中学校の生徒代表として参列した南蒼
空さんは、「多くの村民が亡くなっていたと知
り切ない。優しく平和な世界になるよう頑張
りたい」と話していました。

こどもの意見を村政に
　８月 25 日、第 11 回子ども議会が開催され、
村内４小学校の５、６年生 11 名が議員となり、
議会を体験しました。
　子どもたちからの質問は、目安箱の設置や
外国人観光客への対応、集落の PR 動画の制作、
災害時の避難場所の整備、空き家の活用、集
落内の街灯やカーブミラーの設置、本土復帰
70 周年のイベントについてでした。
　議長を務めた名音小６年の福原優衣さんは

「緊張したけど、進行はうまくできた」と話し
ていました。

村民限定！コンサート
　８月 26 日（土）、大和村防災センターで、
大和村観光大使を招いて村民限定コンサート
を行いました。これは、ひらとみ祭りの前夜
祭として、村民の方々に本村の観光大使のコ
ンサートを間近で楽しんでいただけるよう企
画したもの。開会のあいさつで伊集院村長は

「久しぶりの祭りと観光大使の歌声で新型コロ
ナウイルス感染症の影響による３年間の自粛
生活から元気を取り戻して欲しい」と述べま
した。
　出演したのは、観光大使の城 南海さんと奄
美島唄 Duo のすももの武 成美さん。「国直米
姉節」や「島のブルース」などのお馴染み楽
曲では、会場は手拍子で盛り上がり、ハト笛
が鳴る場面も。地元ならではの楽しいトーク
もあり、会場は笑顔と拍手に包まれました。
観光大使のお二人、素晴らしいステージをあ
りがとうございました！

歯っぴー
スマイル通信

歯科医でしてもらえること

・むし歯のチェック

・歯ぐきのチェック

・ブラッシング指導

・歯垢、歯石の除去

・歯科相談

「治療」から「予防」の時代！ 悪くなる前に、お口のチェックを！

大和村の
健診助成を利用してね！

歯周病検診助成

歯周病は、細菌感染により引き起こさ
れ、重症化すると全身にも悪影響が及
びます。歯周病の早期発見、お口の健
康の保持・増進に加え、自身の健康管
理を心がけましょう。
対象となる方に郵送で通知します。

かかりつけ歯科医をもとう！

　皆さんは歯科医にはどんな時に行きますか？ 「歯が痛いから」「詰め物がとれたから」という
理由で行く人が多いのではないでしょうか。
　歯と口の健康は、全身の健康につながります。お口の健康を守るためには、毎日のセルフケ
アに加えて歯科医で定期的な歯科健診を受けることが大切です。

第3回 歯科健診を受けていますか？

むし歯のや歯周病などの早期発見・早
期治療ができます。

メリット１ お口の健康を維持できる

メリット２ 自分に合ったアドバイス

自分に合った磨き方や歯ブラシ・フロ
スの選び方などのアドバイスを的確に
受けられます。

費用：無料
対象：大和村に住民票のある 40 歳、50
歳、60 歳、70 歳に到達する方

妊婦歯科健診助成

妊娠中は、ホルモンバランスの変化や
つわりによる食の嗜好性の変化で、む
し歯や歯周病になりやすい期間です。
お母さんと生まれてくる赤ちゃんの健
康を守るために受診しましょう。つわ
りが落ち着いてくる妊娠中期（５～７
か月頃）の受診がおすすめです。

費用：無料
対象：大和村に住民票のある妊婦さん

怖くないよ～

広報やまと 9 月号9 8広報やまと 9 月号



　私は、大和村集落歩き愛好会の仲間た

ちで、年に数回ですが、大和浜、思勝、

津名久の 3 集落を巡る集落歩きツアーを

行っています。お客さんと歩きながら開

饒神社の由来や、津名久のウミガメのこ

と、滝ノ川山や群倉の素晴らしさなどお

話します。

　最近、申し込みが増えてきており、奄

美の自然だけでなく文化に興味を持つ

方々も増えているのだと感じています。

　大和村では、NPO 法人 TAMASU によ

る国直の集落歩きをはじめ、昨年から名

音でも NON STYLE の福山良平さんが行

っています。興味がある方は、ぜひあま

みシマ博覧会をご覧ください。

　集落歩きの良さは、地元の方に案内し

てもらえる安心感や、地域に一歩踏み込

んだ旅になることだと思います。旅先で

の地域の人との触れ合いって忘れられな

いものですよね？　もし集落歩きをして

いる姿を見かけたら、気軽に声をかけて

いただけると嬉しいです。

日
本
一
ゆ
っ
く
り
で
き
る

　
　

ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
村
を
め
ざ
し
て

大
和
村
集
落
ま
る
ご
と
体
験
協
議
会
の
活
動
レ
ポ
ー
ト

　運動会や豊年祭が開催される中、捻挫や肉離れで診療所受診される方が増えています。スポーツの現場
で「ケガ」人が出たとき、病院や診療所にかかるまでの間、損傷部位の障害を最小限にとどめるためにお
こなう応急処置「RICE 処置」があります。

  大和診療所だより
Vol. 43

文／小川 信

集落歩きって知っていますか？ 文／事務局　三田もも子

【文献】

1) 日本整形外科学会 ; https://www.joa.or.jp/public/sick/condition/athletic_injury.html

スポーツ外傷の応急処置について

伝統家屋に住む赤井さん宅を訪問して、お話
しを伺うと、みなさんとても喜ばれます。

1. 安静（Rest）

損傷部位の腫脹（はれ）や血管・
神経の損傷を防ぐことが目的で
す。副子やテーピングにて、損傷
部位を固定します。

2. 冷却（Ice）

二次性の低酸素障害による細胞壊死と腫脹を抑
えることが目的です。ビニール袋やアイスバッ
グに氷を入れて、患部を冷却します。15 ～ 20 分
冷却したら（患部の感覚が無く
なったら）はずし、また痛みが
出てきたら冷やします。これを
繰り返します（1 ～ 3 日）。

3. 圧迫（Copression）

患部の内出血や腫脹を防ぐことが目的です。
スポンジやテーピングパッドを
腫脹が予想される部位にあて、
テーピングや弾性包帯で軽く圧
迫気味に固定します。

4. 挙上（Elevation）

腫脹を防ぐことと腫脹の軽減を図ることが目
的です。損傷部位を心臓より高く挙げるよう
にします。

新しい農業委員と最適化推進委員が決まりました！

農業委員会とは？
地域の農地を将来も農地として残し、活かし、耕し続ける
ために「今使われている農地を、使えるうちに、使える人へ」
を基に活動します。

主な仕事は？
・農地の無断転用の監視
・農地の売買、貸借の許可
・農地転用の確認
・農地の調査、指導
・ 農地の利用状況調査（農地パトロール）
・農業の担い手の確保
・地域農業の活性化のための地域計画の  
  策定と実行　　等々

農業委員と農地利用最適化推進委員が一体となり、大
和村の農業振興のために活動しております。
皆様のご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

会長　
会長職

務代理

大棚 担当 大和浜 担当 

勝 三千也さん 坂元 龍馬さん泉 富保さん上村 太一さん國副 八重子さん玉野 公和さん藤村 秀久さん
大金久担当 国直・湯湾釜 担当 津名久・思勝 担当 名音・志戸勘・今里担当 戸円担当 

In

子供たちの里親となる方を求めています！

( )

奄美市名瀬小俣町 －

鹿児島県大島児童相談所

奄美市名瀬浦上 －

児童養護施設白百合の寮
里親支援専門相談員

奄美群島広域事務組合からのお願いです

移住者アンケートに
ご協力ください

　今後の移住施策を進めるうえで、奄美群島全体で
取り組むべき課題を把握するため、アンケートを実
施しています。ご回答いただいた方の中から、抽選
で 10 名様に奄美群島の特産品をプレゼントいたし
ます。

【対象者】
平成 25 年度以降に奄美群島内に住所を移された方

（結婚や介護等を含む）

【回答期間】
令和 5 年 11 月 30 日（木）まで　

【回答方法】
QR コードの Google フォームより
ご回答下さい。

【お問い合わせ】
奄美群島広域事務組合
奄美振興課　観光・物産係
電話 0997-52-6032　E メール：uio@amami.or.jp

回答はこちら

農地利用最適化推進委員

広報やまと 9 月号11 10広報やまと 9 月号



知
【
宅
配
業
者
を
か
た
る

　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
注
意
】

●
住
民
税
務
課
よ
り

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届
い
た
宅
配
業
者

を
か
た
る
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

（
S
M
S
）
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス
し
た
ら
、
重

大
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
相
談

が
依
然
と
し
て
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
在
す
る
事
業
者
を
か
た
る
Ｓ
Ｍ
Ｓ
は
、
宅
配

業
者
の
ほ
か
に
携
帯
電
話
会
社
や
大
手
通
販
サ
イ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
、
銀
行
等
を
か
た
る
も
の

も
あ
り
、
手
口
は
次
第
に
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。

リ
ン
ク
先
に
は
安
易
に
ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

大
島
消
費
生
活
相
談
所

電
話　

0
9
9
7
‐
５
2
‐
0
9
9
9

 

住
民
税
務
課

電
話　

0
9
9
7
‐
５
７
‐
２
１
２
７

【
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
】

●
産
業
振
興
課
よ
り

　

使
用
済
み
の
肥
料
袋
や
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、

堆
肥
袋
等
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

種
類
ご
と
に
分
別
し
指
定
の
場
所
へ
持
込
み

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
回
収
日　

11
月
16
日
（
木
曜
日
）

■
回
収
場
所 

大
和
村
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
前

■
処
理
料
金 

１
㎏
／
60
円

◆
問
合
せ　

産
業
振
興
課

電
話　

0
9
9
7
‐
５
７
‐
2
1
5
3

月 日 担当弁護士名 午前 午後

11

9 大倉　克大 ー 13：00 ～ 16：30

16 岡本　敏徳 9：30 ～ 11：30 ー

24 松田　直行 11：00 ～ 12：00 13：00 ～ 15：30

12

7 岡本　敏徳 ー 13：00 ～ 16：30

14 大倉　克大 9：30 ～ 11：30 ー

21 福元　祐介 11：00 ～ 12：00 13：00 ～ 15：30

無料法律相談のご案内
（奄美法律センター）

奄美市と鹿児島県弁護士会が共同で
開催しており、大和村民も無料で相
談することができます。

※時間は 30 分です。（事前に相談内容
をまとめておくと効率的です。同じ人
が続けてお申込みされることはご遠慮
いただいています。）

【予約】奄美市役所市民協働推進課　電話０９９７- ５２ｰ１１１１
【問合せ】大和村役場住民税務課　電話０９９７ｰ５７ｰ 2 １２７

●
裁
判
所
よ
り

【「
裁
判
員
候
補
者
」「
検
察
審
査
員

候
補
者
」
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ
】

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有
す

る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま
す
。

選
定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、
11
月
中
旬

頃
に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お

知
ら
せ
」
又
は
「
検
察
審
査
員
候
補
者
名
簿

へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

【
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ
】

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
、
令
和
５
年
10
月

６
日
か
ら
時
間
額
「
８
９
７
円
」
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ

ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
、
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
額
以

上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
特
定
の
産
業
の
労
働
者
と
使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

は
、
高
い
方
の
最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
問
合
せ　

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室　
　

　

電
話 
0
9
9
‐
2
2
3
‐
8
2
7
8

　

又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署　

　

大
和
村
の
行
政
相
談
委
員
は
、
森
貞
義
さ

ん
で
す
。
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
、
役
場
の
仕
事
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
手
続

き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ

の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の

申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
登
記
、
年
金
、

道
路
、
社
会
福
祉
な
ど
、
お
困
り
の
方
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

◆
行
政
相
談
委
員　

森　

貞
義

電
話　

0
9
9
7
‐
５
７
‐
2
6
4
4

【
行
政
に
対
す
る
ご
相
談
は
、

　
　
　
　
　
　

行
政
相
談
委
員
へ
】

●
総
務
課
よ
り

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度
で

す
。
ぜ
ひ
御
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ

裁
判
員 —

 

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部　

　

裁
判
員
係　

０
９
９-

２
２
２-

７
１
５
７

検
察
審
査
会 —

 

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事
務
局

　

０
９
９-

８
０
８-

３
７
１
９

●
鹿
児
島
労
働
局
よ
り

　

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
通

称
「
サ
ポ
ス
テ
」
で
は
「
働
き
だ
す
力
を
引

き
出
し
職
場
に
定
着
す
る
ま
で
全
面
的
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
就
活
に
一
歩
踏

み
出
せ
な
い
方
の
不
安
や
思
い
を
丁
寧
に
聴

く
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
す
。

　

実
際
の
仕
事
探
し
で
は
適
性
診
断(

簡
単

な
質
問
か
ら
適
性
が
あ
る
職
業
を
診
断)

や

実
践
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
る

講
座
な
ど
一
人
ひ
と
り
に
密
着
し
て
支
援
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
働
く
ま
で

に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
段
階
的
に
身
に
付
け

て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に

サ
ポ
ス
テ
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

概
ね
15
歳
～
49
歳
の
方
及
び
ご

家
族

■
相
談
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日　

８
時
か

ら
17
時　

(

土
日
祭
日
は
除
く)

■
相
談
会
場　

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
／
奄
美
サ
テ
ラ
イ
ト

■
相
談
料　

無
料(

但
し
予
約
制
に
な
っ
て

い
ま
す)

◆
問
合
せ　

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
／
奄
美
サ
テ
ラ
イ
ト

奄
美
市
名
瀬
港
町
５
‐
31

電
話
0
9
9
7
‐
５
４
‐
0
0
0
1

am
am

i-saposute@
roukyou.gr.jp

【「
働
き
た
い
」
を
応
援
！
】

　

奄
美
海
上
保
安
部
・
古
仁
屋
海
上
保
安
署

で
は
、
一
般
財
団
法
人
大
日
本
水
産
会
が
実

施
す
る
「
全
国
漁
船
安
全
操
業
推
進
月
間
」

に
合
わ
せ
て
漁
船
海
難
防
止
及
び
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
多
く
発
生
す
る
釣
り
中
の
事
故
防

止
を
目
的
と
し
た
「
秋
季
安
全
推
進
活
動
」

を
実
施
し
ま
す
。

■
実
施
期
間　

10
月
１
日（
日
）～
31
日（
火
）

○
船
舶
を
操
船
さ
れ
る
方
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
着
用
、
発
航
前
検
査
の
実
施
（
気

象
・
海
象
の
事
前
確
認
を
含
む
）、
作
業
中

を
含
め
た
常
時
見
張
り
の
徹
底
、
適
切
に
休

息
を
と
り
、
無
理
な
運
航
を
し
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。

○
釣
り
を
さ
れ
る
方
は
、
気
象
・
海
象
へ
の

注
意
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
、
複
数

人
行
動
の
励
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
海
上
保
安
庁
緊
急
情
報
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
も
活
用
願
い
ま
す
。

●
海
上
保
安
庁
よ
り

【
漁
船
安
全
操
業
推
進
月
間
で
す
】

●
サ
ポ
ス
テ
よ
り

　

当
会
は
膠
原
病
の
患
者
団
体
で
す
。
普
段

は
鹿
児
島
県
本
土
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま

す
が
、
今
回
初
め
て
奄
美
大
島
で
交
流
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
膠
原
病
で

お
悩
み
の
患
者
様
や
ご
家
族
が
笑
顔
で
日
常

生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
お
手
伝
い
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
同
じ
地

域
に
住
ん
で
い
る
膠
原
病
の
仲
間
を
作
り
ま

し
ょ
う
。「
指
定
難
病
」
の
受
給
者
証
を
お

持
ち
で
は
な
い
方
の
ご
参
加
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
膠
原
病
の
患
者
様
や
ご
家
族
だ
け

で
な
く
、
膠
原
病
に
関
わ
る
方
の
ご
参
加
も

歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

令
和
５
年
12
月
２
日
（
土
）

　

14
時
～
16
時

■
受
付　

13
時
30
分
か
ら

■
場
所　

大
島
支
庁
４
階
大
会
議
室

　
　
　
　
（
奄
美
市
名
瀬
永
田
町
17
‐
33
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限
（
要
予
約
）
11
月
20
日
（
月
）

◆
問
合
せ　

か
ご
し
ま
膠
原
病
の
会

　

平
山
（
S
L
E
）

電
話  

0
9
0 

‐
1
9
6
9 

‐
2
0
1
7

ho.aozora@
gm

ail com

【「
青
空
て
ら
す
」
の
ご
案
内
】

●
か
ご
し
ま
膠
原
病
の
会
よ
り

【
笠
利
埼
灯
台
を
一
般
公
開
し
ま
す
】

　

今
年
も
「
笠
利
埼
灯
台
」
を
無
料
公
開
い

た
し
ま
す
。

　

奄
美
大
島
北
端
の
笠
利
埼
灯
台
か
ら
の
眺

望
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
海

の
道
し
る
べ
」
で
あ
る
灯
台
を
は
じ
め
と
し

た
航
路
標
識
の
役
目
と
仕
組
み
や
海
上
保
安

業
務
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
く
、

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

ち
な
み
に
今
年
は
、
日
本
最
初
の
洋
式
灯

台
が
起
工
さ
れ
た
１
８
６
８
年
か
ら
数
え
て

１
５
５
周
年
の
灯
台
記
念
日
（
11
月
１
日
）

に
な
り
ま
す
。

■
日
時　

11
月
５
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
ま
で

■
場
所　

笠
利
埼
灯
台
（
奄
美
市
笠
利
町
）

◆
問
合
せ　

奄
美
海
上
保
安
部
交
通
課

　

電
話  

0
9
9
7 

‐
5
３ 

‐
5
5
6
9

※
事
案
対
応
、
天
候
の
状
況
等
に
よ
り
、
中

止
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
は
、
奄
美
海
上
保
安
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

U
R

L
:h

ttp
s://w

w
w

.k
a

ih
o

.m
lit.

go.jp/10kanku/am
am

i/ 

緊急情報メール配信

海上保安庁
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お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

久
永 

千ち
は
る桜 

さ
ん

（
保
護
者　

美
奈
／
大
和
浜
）

福
山　

笑え

な菜 

さ
ん

（
保
護
者　

勇
成
・
葉
瑠
菜
／
国
直
）

西　

湊み
な
と都 

さ
ん

（
保
護
者　

飛
雄
馬
・
有
花
／
大
金
久
）

奥
田　

り
の 

さ
ん

（
保
護
者　

裕
介
・
真
希
／
名
音
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

元
山 

長
美 

様
（
80
歳
・
大
金
久
）

児
玉 

ウ
メ
コ 

様
（
96
歳
・
大
棚
）

城 

ウ
メ （
セ
ツ
子
）様（
96
歳
・
大
和
浜
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

郁
島 

正
明 

様
（
故 

泉
ユ
キ
子 

様
）

加
納 

光
麿 

様
（
故 

加
納
ケ
イ
子 

様
）

吉
原 

華
美 

様
（
故 

村
山
弘
子 

様
）

城 

洋
一 

様
（
故 

城
チ
ズ 

様
）

城 

昌
喜 

様（
故 

城
ウ
メ（
セ
ツ
子
）様
）

こせきの窓

人口 1417 人 （△ 11）
男 717 人 （＋   3）
女 700 人 （△ 14）
世帯 857 世帯 （△   2）

　9 月１日現在
（前年同月比）

大和村長のフォトダイアリー
　今年は、村内４箇所の小学校で４年ぶり
に地域住民も参加する形で校区運動会が開
催されました。在住者だけでなく出身者の
方々も参加する学校もあり、久しぶりにお
会いする方々と和気あいあいと盛り上がる
姿が見られました。
　コロナ禍で行事等が中止になり、学校で
の活動も縮小され、子どもたちも日頃の成
果を発揮する機会も減っていたでしょう。しかし、数年のブランクを感じさせず、
学校で練習したことを一生懸命披露し、元気に取り組む姿は、素晴らしいもので
した。また、地域の方々も積極的に参加されており、子どもたち・学校と協力し
て楽しんでいらっしゃいました。これがスポーツや地域行事の持つ結いの力では
ないかと感じました。これからも行事等を通して地域の繋がりが深まって行くこ
とを期待しております。

写真と共に村長の活動を報告いたします。

あまみFMディ！ウェイブ 

月～土曜日
9：00／ 14：30

広報やまとラジオ便
  リッスントゥーミーひらとみ

放送中
77.7MHz

感想・ご意見お待ちしています！

ふ
る
さ
と
納
税

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

古
澤 

大 

様
（
東
京
都
）

今
田 

光
成 

様
（
兵
庫
県
）

福
山 

成
美 

様
（
埼
玉
県
）

浅
井 

孝
弘 

様
（
大
阪
府
）

盛
田 

弘
国 

様
（
東
京
都
）

三
笠 

弘
子 

様
（
大
阪
府
）

増
田 

修
一 

様
（
神
奈
川
県
）

永
田 

正
人 

様
（
神
奈
川
県
）

竹
元 

慈
子 

様
（
神
奈
川
県
）

渡
具
知 

斉 

様
（
沖
縄
県
）

星
村 

恵
一 

様
（
千
葉
県
）

内
田 

美
穂
子 

様
（
千
葉
県
）

定
塚 

理
沙 

様
（
大
阪
府
）

青
野 

琢
磨 

様
（
東
京
都
）

狩
俣 

廉
成 

様
（
東
京
都
）

野
口 

晋
平 

様
（
東
京
都
）

井
上 

大
嗣 

様
（
愛
知
県
）

徳
永 

和
郎 

様
（
大
阪
府
）

掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い

　
　
　

寄
附
者
様 

67
名　

ロードキル
ストップ

今年 90 件
アマミノクロウサギ事故件数

クロウサギ
横断中

2023 年 9 月 6 日現在

不明・その他　55 件

ケガをしているアマミノクロウサギや
死体を見つけたらお電話ください！

　　奄美野生生物保護センター
電話　0997-55-8620

大和村内はどこでも要注意！

父 栄一朗さん　

母 優芳さん（名音）

保護者からのコメント

「ご飯と踊りが大好きな三男坊！

お兄ちゃん、お姉ちゃんに負けずに

元気に成長してね！」

さん勝
かつ

 景
かげとら

寅 

Children are Precious

  H
ap

py 1st Birthday  1
さ

い 
おめでと

う

1 さい おめでとう

Happy 1st Birthday

1
歳
お
め
で
と
う

きびきび号 運行中！ 月・水・金の週3回

移動支援バス「きびきび号」について
　住民や観光客の移動支援のため，奄美市名瀬と大和
村を結ぶ「大和村直行バス」がが運行していない時間
帯に，国直から今里までの村内全11集落を巡回します‼
(※平日の月・水・金曜日の週３日制)
( ※運行日が祝祭日の場合，移動支援バスは運休となります。)

＊ご利用案内
・国直から今里までの往復便を午前と午後１回ずつ運行を行います。
・どなたでもご利用可能いただけます。
・乗車する際は，運行ルートで手を大きくあげて，運転手に合図してください。

移動支援バス
「きびきび号」時刻表

時刻表

停留所 午前 午後

国直 8:45 13:25

湯湾釜 8:54 13:34

津名久 9:00 13:40

思勝 9:05 13:45

大和浜 9:13 13:53

大棚 9:29 14:09

大金久 9:41 14:21

戸円 9:54 14:34

大和の園 10:00 14:40

名音 10:04 14:44

志戸勘 10:14 14:54

今里 10:20 15:00

今里行き

停留所 午前 午後

今里 10:50 15:15

志戸勘 10:57 15:22
名音 11:03 15:28

大和の園 11:15 15:40
戸円 11:19 15:44
大金久 11:35 16:00
大棚 11:39 16:04
大和浜 11:51 16:16
思勝 12:02 16:27
津名久 12:14 16:39
湯湾釜 12:19 16:44
国直 12:25 16:50

国直行き

無料 一律100円

利用料金

65歳以上
の高齢者

身体障害者
精神福祉療育
手帳保持者

運手免許自主
返納者

小学生未満

左記以外
の利用者

路線図

詳細は

こちらから

＊ウッギーくん

号号

きび
   き

び

きび
   き

び※運行日が祝祭日の場合、運休となります。
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発行・編集 大和村役場企画観光課 
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地
TEL 0997-57-2117　FAX 0997-57-2161
mail :k ikaku@vil l .yamato. lg. jp
http://www.vi l l .yamato. lg. jp

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご利用
の方はここから大和村ホームページへ簡単にアク
セスできます。それ以外の方は直接 URL を入力し
てアクセスしてください。

（http://www.vill.yamato.lg.jp）

写真は昭和 60 年代の村体から抜粋


